
東京農工大学・NPO法人ゆうきの里東和ふるさとづくり
協議会合同シンポジウム

（東和地域 災害復興調査報告会）

震災後の５年間とこれから“2017”

挨拶 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・12:20-12:30

ゆうきの里東和ふるさとづくり協議会 理事長 武藤一夫

来賓挨拶

東京農工大学 副学長 荻原 勲

二本松市 市長 新野 洋

第一部：山をどうする ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・12:30 -13:30

１）森林―渓流生態系での放射性Csの5年間の動態 【五味 高志 教授】

２）里山のノネズミのセシウム汚染の現状とその影響 【林谷 秀樹 准教授】

３）森林の放射性Cs動態と里山の持続的活用にむけて 【戸田 浩人 教授】

（休憩 ・・・・13:30 -13:45）

第二部：農工大が提供できる農業復興支援技術等の紹介 ・・13:45 -15:40    

１）ブルーベリー果実の冬季出荷技術 【荻原 勲 教授】

２）ひとめぼれと同じ食味で放射性Cs吸収が低いイネ育種素材の開発【大川 泰一郎 教授】

３）イネ、野菜等の発根・活着を促進し、増収減肥可能なバチルス微生物資材「きくいち」

の利用技術 【横山 正 教授】

（休憩 ・・・・14:45 -15:00）

４）きのこ廃菌床の新たな用途開発を目指した取り組みについて 【吉田 誠 教授】

５）どのような視点で農業被害を防ぐために野生動物とつきあっていくか 【梶 光一 教授】

第三部：パネルディスカッション ・・・・・・・・・・・・・15:40 -16:30

司会：横山 正（東京農工大学）、武藤正敏（ゆうきの里東和ふるさとづくり協議会）

パネラー:講演者8名・ゆうきの里東和ふるさとづくり協議会・二本松市産業部農政課関係者等

森林生態系の放射性Cs動態と自然資源の持続的活用

これからの農工大と東和地区や二本松市との連携に関して

主催：NPO法人ゆうきの里東和ふるさとづくり協議会
東京農工大学福島農業復興支援バイオ肥料プロジェクト

「現状を知り、確かな裏付けによる、新たな農業の展開をめざして」
～放射能事故で農業に変化が起きた～

場所: 二本松市東和文化センター （二本松市針道字上台132）
日時: 2017年11月25日（土） 12:20 - 16:30


